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飯
いい

島
じま

吉
きっ

扇
せん

名
な

は吉
きち

之
の

丞
じょう

、東
ひがし

春
はる

近
ちか

村
むら

上
かみ

殿
との

島
じま

柳
りゅう

哉
さい

幾
いく

太
た

郎
ろう

氏
し

の父
ちち

で、句
く

集
しゅう

中
ちゅう

の「翠
み

簾
す

ほしき吉
きっ

扇
せん

亭
てい

の牡
ぼ

丹
たん

かな」の亭
てい

主
しゅ

である。鳳
ほう

良
りょう

は同
どう

所
しょ

の伊
い

藤
とう

武
ぶ

平
へい

太
た

。（柳
りゅう

哉
さい

氏
し

所
しょ

蔵
ぞう

） 

 

換
かん

舌
ぜつ

 

日
ひ

々
び

快
かい

晴
せい

にて御
ご

同
どう

事
じ

大
たい

慶
けい

奉
ぞんじ

存
たてまつり

候
そうろう

。｛ここまではあいさつ文。｝ 

 

偖
さて

過
か

日
じつ

は毎
まい

度
ど

ながら頂
ちょう

戴
だい

難
あり

有
がたき

仕
し

合
あわせ

御
ご

厚
こう

礼
れい

禿
とく

筆
ひつ

に尽
つく

しがたく、其
その

節
せつ

申
もうし

上
あげ

置
おき

候
そうろう

衆
しゅう

評
ひょう

の義
ぎ

に

付
つき

、鳳
ほう

良
りょう

子
し

より御
お

咄
はなし

申
もうし

上
あげ

置
おき

候
そうろう

通
とお

り何
なに

か当
とう

日
じつ

入
にゅう

用
よう

紙
かみ

筆
ふで

の類
たぐい

調
ちょう

進
しん

に付
つき

、【さて過日は、毎度

ながらご馳走になり、ありがとうございました。そのときに申し上げました「衆評」のことにつ

いてですが、鳳良君からお話があったとおり、当日に必要な紙や筆などを、調達いたしますので、】 

｛「衆評」とは、互いに批評しながら句の良し悪しを決めてゆくこと。たぶん連句の会を開くの

だろう。｝ 

 

御
ご

都
つ

合
ごう

次
し

第
だい

にて弐
に

百
ひゃく

疋
ひき

程
ほど

拝
はい

借
しゃく

仕
し

度
たく

、直
すぐ

様
さま

今
きょ

日
う

高
たか

遠
とお

へ出
で

向
むき

、夫
それ

々
ぞれ

相
あい

求
もとめ

申
もうし

度
たく

、【ご都合がつき次

第、二百疋ほどお借りしたく、すぐに高遠城下へ出向いて、紙や筆などを買って来たいので、】

｛一疋は銭十文のことだが、銭二十五文という説もある。｝ 

 

右
みぎ

御
ご

返
へん

納
のう

は終
しゅう

会
かい

の節
せつ

迄
まで

と御
ご

承
しょう

知
ち

可
なし

成
くだす

下
べく

候
そうろう

。余
よ

は拝
はい

眉
び

万
ばん

々
ばん

。早
そう

々
そう

頓
とん

首
しゅ

【借りたお金は、会が

終わるまでにお返しします。そのほかの事については、お会いしたときにいろいろお話しします。】 
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日
か

 鳳
ほう

良
りょう
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せい

月
げつ

拝
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飯
いい

島
じま

吉
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扇
せん

君
くん

 俳
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当
とう

用
よう

 


